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㞟、ࢩーࢬホ౯㆟、ண⟬分㓄、知㈈管理支援、プࣟࢡ࢙ࢪトࢳー࣒のᙧ成、プࣟࢡ࢙ࢪトの進ᤖ管理、

ᢏ術⛣㌿ඛの⤂、බເ⏦ㄳなどの研究ᡓ␎ᵓ⠏活動を行っている。C-CAM にてඃඛ的に開発を進める

プࣟࢡ࢙ࢪト 16件を᥇ᢥし、㐠用య制をᵓ⠏している。 

୰㒊་⒪関連ᴗ࣭行ᨻ間ネࢵト࣡ーࢡは、୰㒊ᆅᇦの་⒪関連ᴗ、୰㒊経῭産ᴗᒁ、୰㒊経῭連

合、名ྂᒇၟᕤ㆟所、ឡ知┴་⒪ᶵჾᕤᴗなどがそれࡒれ❧ち上ࡆたネࢵト࣡ーࢡからなり、୰

㒊་⒪産ᴗネࢵト࣡ーࢡ、᪂ࣝ࣊スࢣ産ᴗフォーラ࣒、࣓ディࣝ࢝デバイス産ᴗ⯆༠㆟などが

ある。medURAは、名ྂᒇ大学་学㒊および㝃ᒓ㝔の研究者、་ᖌなどとともに、研究者や実ົ者との

㆟、研究ࢩーࢬの⤂およびࢩーࢬの㞟、ඹ同研究やබເ⏦ㄳの提、知㈈管理支援、プࣟࢡ࢙ࢪ

トࢳー࣒のᙧ成、プࣟࢡ࢙ࢪトの進ᤖ管理、࣑ࢭナー࣭展示の開ദなどの研究ᡓ␎ᵓ⠏活動を行って

いる。ᴗがもつ研究ࢩーࢬを⮫ᗋの場へ、また࢝デ࣑の持つ研究ࢩーࢬをᴗへとᶫΏしを行っ

ている。これらネࢵト࣡ーࢡを通して、ඃඛ的に開発を進める㠉᪂ᆺおよびᨵⰋᆺࢩーࢬ 20 件を᥇ᢥ

し、㐠用య制をᵓ⠏している。また 12᭶ 4᪥には、JST、୰㒊経産ᒁとのඹദによる୰㒊ᆅ༊་⒪࣭バ

イ࢜⣔ࢩーࢬ発表を開ദするண定である。 

 事前のᣐ点ᙧ成により、ཌປ┬「⮫ᗋ研究୰᰾㝔の整ഛ」事ᴗおよび文⛉┬「ᶫΏし研究加㏿ネࢵ

ト࣡ーࢡプࣟࢢラ࣒」ᶫΏし研究支援ᣐ点に᥇ᢥされ、大ᆺ࣭㛗期の➇த的㈨金の⋓得に成ຌした。こ

の㈨金をඖに、⮫ᗋ研究支援య制をよりᙉᅛなものとし、ࢩーࢬ㞟および研究開発࣭ ⮫ᗋ開発を行い、

㏵ษれのないࣃイプラインをᙧ成する。また開発事の㞟積により、ᶆ準࣭ᙧᘧを行い、研究開発࣭

⮫ᗋ開発ᣐ点としてのᶵ能を確ᅛたるものとする。これら一連の研究開発࣭⮫ᗋ開発支援を medURA が

ᢸう。これは、⮫ᗋ研究࣭験活性ィ⏬にも合⮴しており、「Ṛの㇂」ඞ᭹へもつながることが期ᚅ

される。 

 

 

まとめ 

 名ྂᒇ大学 URA室は、平成 24 年 2 ᭶ 1᪥に発㊊し、URA 10名のయ制で᪤Ꮡ⤌⧊と連携し、研究㈝の

⋓得支援、研究成果の発ಙ、法的࣭理的支援などのᴗົを行ってきた。研究㈝の⋓得支援においては、

᪤に結果が出ጞめており、medURA の活動では⣙ 41 ൨の㈨金を⋓得した（9 ᭶ 17 ᪥⌧ᅾ）。それによ

り、当初は研究㈝の⋓得までの支援だったものが、プࣟࢡ࢙ࢪトの進ᤖ管理、知㈈管理、ᢏ術⛣㌿など

と᥇ᢥ後にまで支援ෆᐜがᗈがり、産学連携᥎進本㒊࣓ンバーなどからなる་⒪࣭バイࢳ࢜ー࣒として

研究支援を⥅続している。加えて、プࣟࢡ࢙ࢪトマネーࣕࢪーとして、ྛ プࣟࢡ࢙ࢪトを⤫ᣓしている。 

 今後は、活動ෆᐜをᗈࡆ、ᨻ策動向の調ᰝ࣭分析、大学の研究開発ຊの調ᰝ࣭分析、さらにはᨻ策提

ゝなど名ྂᒇ大学の研究ᡓ␎ᵓ⠏を支援していくとともに、medURAの⫱成や定╔に向けた活動も行っ

ていく。 

 

 

参考文⊩ 
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２E㸯㸳 

ᮾி大学におけるリࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーターの 

⫱ᡂとไᗘ定╔のヨࡳ 

▮㔝正ᬕ、ۑ山ୗ 秀、ᯘ 輝ᖾ、ᮧ上ኖᯞ㸦ᮾி大学） 

 

 

㸯㸬ᮾி大学におけるྲྀ⤌ࡳ 

ᡃがᅜの学⾡研究は、ୡ⏺トップレ࣋ルを保っているが、㏆年の新⯆ᅜの㏣い上ࡆはまじ

く、学⾡の➇தຊ⥔持・向上はႚ⥭の課題である。一方でᡃがᅜ研究者は、2000年๓ᚋから十

分な研究時間を確保できなくなってきており、研究ᨭయไのᢤ本的ᙉ化がྉࡤれている。こ

うした状ἣの中で、文部科学┬のᨭにより、リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩン㸦URA）ไ

ᗘの確❧がᅗられているところである。 

ᮾி大学では、2015 年 3᭶までの目ᶆと行動計画に関する中ᮇ的ࣅジࣙンとして、「ᮾி大

学の行動ࢼࢩリ࢜ FOREST 2015」をᥖࡆて活動を行っており、その中で、「学⾡の多様性の確保

と༟㉺性の㏣ồ」のための主要なྲྀり⤌ࡳとして、「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーターの⫱ᡂ」

をᣲࡆている。そのලయ的ྲྀ⤌として、ᖹᡂ 23年ᗘ年ᗘ計画において、「高ᗘな研究ᨭேᮦ

としてのリࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーターについて、そのไᗘ化に向けて᳨ウを㐍める」こと

としている。これに基づいて、「研究ᨭయไを充ᐇᙉ化し、ୡ⏺最高Ỉ‽の༟㉺した研究を

㐙行」するために、URAによるᨭయไのᩚഛを㐍めている。 

 本学では௨๓より、外部資金によるᮇ㝈き大ᆺプロジ࢙クトなどにおいて、࣐ネジ࣓ント

やアウトリーチ活動にᑓ念するものを特௵ᩍᤵなどとして᥇用し、ᩍဨと職ဨの間のᶫΏしを

行うことにより、ᙜヱプロジ࢙クトをᡂຌにᑟいたᐇ⦼を᭷している。㝃⨨研においては、た

とえࡤ⤒Ⴀᡓ␎室をタ⨨することにより、ᐇ㉁的にリࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩン業務を

ᇳり行っていた。こうしたᐇ⦼をもとに、ᖹᡂ 23年ᗘより文部科学┬の「リࢧーチ・アド࣑

のᩚഛ」事業にᛂເして᥇ᢥされ、事業を㛤始しているところであ࣒ステࢩンࣙࢩストレーࢽ

る。 

 本学のࢩステ࣒では、URA のຠ果的な定╔をᅗるため、学内で URAを配⨨するᣐⅬを、⿵ຓ

事業が⤊したのࡕもྛᣐⅬで URAの配⨨యไを⥔持できることを᮲件に公ເし、8ᣐⅬを᥇

ᢥした。 

 一方で⥲㛗のリーࢲーࢩップのもとで、本部⤌⧊として、研究担ᙜ理事を㛗とする「リࢧー

チ・アドࢽ࣑ストレーター᥎㐍室㸦URA᥎㐍室）」をタ⨨し、役ဨレ࣋ルで㈈務ཬࡧே事関ಀの

⤌⧊との調ᩚ、研究᥎㐍⤌⧊と⏘学連ᦠ᥎㐍⤌⧊との連ᦠを行いながら、リࢧーチ・アドࢽ࣑

ストレーࣙࢩンไᗘの確❧をᅗっている。また、URA᥎㐍室は、別㏵᥇ᢥされたスキルᶆ‽の

策定事業においても、その事務ᒁとして、中᰾的な機能を果たしている。 

8ྡの URAはそれぞれのᡤ属するᣐⅬにおいて、㐍行中のプロジ࢙クトの࣏スト・アワード

業務を行うとともに、ᣐⅬレ࣋ルでのプレ・アワード業務にもᚑ事している。 
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一方、8ྡの URA は、URA᥎㐍室にもᡤ属し、リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩンไᗘの確

❧のための活動の一➃を担っている。ලయ的には、URA自㌟が業務の理ゎを㐍めるためのㅮ₇

会のタ定、URA が配⨨され

ていない部ᒁで URAに対

する理ゎを῝めるための

研究会活動、ⱝ手研究者の

研究資金⋓得をᨭする

科研費ㅮ⩦会などである。

また、大学全యのプレ・ア

ワード業務として、ᨻ策情

報や外部資金情報をいࡕ

᪩くධ手するためのᑂ㆟

会ഐ⫈と情報分析なども

行っている。        ᅗ㸯㸬㸯 ᮾி大学のリࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩンయไ 

 

㸰㸬URA配⨨ᣐⅬでの活動 

 ๓㏙のように、URA は学内 8ᣐⅬにおいて㐍行中のプロジ࢙クトや研究㛤発ᣐⅬにおいて主

に࣏スト・アワード活動を行っている。ここではᆺ的な 3ᣐⅬでの活動状ἣを⤂する。 

㸰㸬㸯 理工連ᦠによる研究・ᩍ⫱プログラ࣒ཬࡧ理学系研究科におけるリࢧーチ・アドࢽ࣑

ストレーࣙࢩン 

 化学や≀理学、生≀学

などの理学分㔝は、科学

ᢏ⾡の基ᖿ学⾡であり、

ᮾி大学はୡ⏺的にも

トップクラスのᐇຊを

ഛえている。しかし、Ḣ

⡿との➇தにຍえて、新

⯆ᅜもᛴ⃭にᐇຊをつ

けてきており、理学分㔝

でも㏣いつかれつつあ

るところである。᪤に理

学分㔝での論文ᩘのᡃ

がᅜの࢙ࢩアは、2000

年๓ᚋからୗがり始め

ている㸯）。 

理学系研究科では、

化学と≀理を࣋ースとする」ᩘの URAが研究ᨭ⥲ᣓ室を⤌⧊し、研究と大学㝔ᩍ⫱は可分

であるという観Ⅼから、研究ᡓ␎策定ᨭから研究とᩍ⫱にかかࢃる大ᆺண⟬⋓得、㐍行中ま

たは⤊ᚋの研究・ᩍ⫱プロジ࢙クトの㐠Ⴀ・評価対ᛂなど、グローバル COEからリーディン

ᅗ㸰㸬㸯 大学㝔理学系研究科におけるリࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩン 
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グ大学㝔のᨭయไを基に、理学分㔝の特㉁に対ᛂした重ᒙ的なᨭయไを構築している。  

㸰㸬㸰 NEDOプロジ࢙クト「ᚠ環社会構築ᆺගゐ፹⏘業ᡂプロジ࢙クト」におけるリࢧー

チ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩン 

ඛ➃科学ᢏ⾡研究センターにてᐇした本プロジ࢙クトは、その大きな特ᚩとして多ᩘの

業と多ᩘのアカデ࣑アが参画し、情報ඹ᭷およࡧඹ同ᐇ験の場として大学内に集中研究室をタ

⨨したことがᣲࡆられる。このような大ᆺプロジ࢙クトでは、プロジ࢙クト全యとしてのᡂ果

の方向性を࣓ンバーྛが十分に意識しながら㐍めていくことが重要であり、そのためにಶ々

の研究課題の㐍䬖状ἣやၥ題Ⅼを࣓ンバー全ဨでඹ᭷すること、またその状ἣにᛂじてᰂ㌾に

研究計画の見┤しを行っていくこと、࣓ ンバー間の交流をⰍ々なᙧで῝めていくことがᚲ要

可Ḟである。集中研究室は、このような目的を㐩ᡂする上で重要な役を担い、また PL㸦PI）

のリーࢲーࢩップを生かす場でもある。アカデ࣑アとしては、ᮾி大学、ඹ同ᐇ場ᡤとして

3かᡤ㸦KAST、中部大学、⏘⥲研）であるが、その他に集中研究室にプロジ࢙クト研究ဨとし

て」ᩘの大学から研究ဨをᣍ⮴している㸦ᅗ㸰㸬㸰参↷）。集中研究室には、プロジ࢙クトᇳ

行室をタ⨨し、プロジ࢙クト全యの࣐ネジ࣓ントを担ᙜした。このプロジ࢙クトᇳ行室が、正

しくリࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩンの役を担っており、本プロジ࢙クトの場合、PLや大

学と参ຍ業との調ᩚを主యとする௨ୗの業務を担ᙜしている。 

の構࣒ステࢩクト内ྛ種ዎ⣙⥾結、2）知㈈⟶理࢙スト・アワードとしては、㸯）プロジ࣏

築ཬࡧ㐠用、3）プロジ࢙クト㐍䬖⟶理ࢩステ࣒の構築ཬࡧ㐠用、4）ண⟬⟶理、5）報告書と

りまとめ、6）評価対ᛂ㸦中間、事ᚋ評価）等を行い、現ᅾ事ᚋ評価に向けた‽ഛを㐍めてい

る。 

 

ᅗ㸰㸬㸰 プロジ࢙クトయไᅗ 

 

㸰㸬㸱 ᨻ策ࣅジࣙン研究センターにおけるリࢧーチアドࢽ࣑ストレーࣙࢩン㹼ே文社会科学

系・分㔝ᶓ᩿ᆺのྲྀ⤌ࡳ㹼 

ᨻ策ࣅジࣙン研究センターは、་⒪情報や高㱋社会ไᗘ、エネルギーᢏ⾡ᨻ策等について、

文理⼥合・分㔝ᶓ᩿ᆺかつ社会連ᦠᆺの研究యไをᩚഛし、12の研究ࣘࢽット、3つの研究ᐇ
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ドプロジ࢙クトやඹ同研究会を⤌⧊・㐠Ⴀしつつ、ᩍဨが社会の様々な⤌⧊の研究ဨ等とඹ同

で研究したᡂ果をᥦゝとして発ಙしている。ここでのリࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーターは、分

㔝ᶓ᩿的な社会の多様なステーク࣍ルࢲーと研究者との調ᩚ役と、外部資金⋓得をᨭしᇳ行

していく役を担い、大学の研究を社会㈉献ࡆ⧄るྲྀ⤌ࡳを㐍めている。また、文系、理系

にまたがる社会連ᦠᆺ研究を⤌⧊化・㐠Ⴀすることに関して職ဨがより能動的かつࣇࢯトに関

与していくయไの構築とᐇ㊶を行っている。 

 ලయ的には、⥲合科学ᢏ⾡会㆟⟅⏦のᫎに⧅がった、⏘ᐁ学のඹ同研究会㛤ദによる連

ᦠ構築ᨭ、プレ・アワードに相ᙜする研究ᨭのための外部資金⏦ㄳ書ྲྀり⧳めや、࣏スト・

アワードに相ᙜする事業のᇳ行業務、報告書సᡂ業務等を、ᩍဨと連ᦠして行った。 

 現ᅾは、リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーターのࢩステ࣒構築の一環として、学内での⤌⧊的な

⨨けとして現ᅾの機構から全学センターの⛣行に向けた‽ഛを㐍めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ᅗ㸰㸬㸱 ᨻ策ࣅジࣙンセンターにおける研究㐠Ⴀᨭ活動 
 
㸱㸬ᮾி大学本部リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーター᥎㐍室㸦URA᥎㐍室）でのྲྀ⤌ࡳ

 本学の URA は、本部 URA ᥎㐍室において全学にᬑ㐢的な課題と、URAไᗘ定╔のためのヨࡳ

を行っている。 

㸱㸬㸯 ᨻ策動向分析 
科学ᢏ⾡ᨻ策や研究の動向、➇த的資金にಀる情報の集や分析結果は、研究者にとって、

研究活動をより充ᐇさせるためにᚲ要な情報である。URA᥎㐍室では、ᨻᗓの様々な➇த的資

金にಀるᑂ㆟会等に URAが出ᖍ、ഐ⫈し、会㆟の要᪨をして、資料を学内に㏿報として情報

ᥦ౪している。この活動を通じて情報を✚していくことにより、URAの分析ຊ向上や研究者

間の連ᦠ構築⧅がる事を目指している。 
㸱㸬㸰 ⱝ手研究者のᨭ 

URA が➇த的資金ᛂເ等に関しⱝ手研究者ຠ果的な࣏ࢧートができるよう、ㄝ明会・⏦ㄳ

ㅮ⩦会を部ᒁ༢で㡰ḟ㛤ദしている。ㄝ明会ᚋ、ಶ別の相ㄯなどに࣓ール等できめ⣽かい対

ᛂを行っている。 
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㸱㸬㸱 アウトリーチ活動 
ᩍ職ဨを対象に、URA 業務の周知と研究現場のࢽーࢬを集⣙するため、事⤂を中心とす

る URA研究会を部ᒁ༢で㡰ḟᐇしている。このྲྀ⤌ࡳにより、研究現場のࢽーࢬにᛂじた

URA による研究ᨭのᅾり方や、URA業務が明確化される。 
また、᪤に URA㢮ఝ職を配⨨して㐍められている学内外の大つᶍプロジ࢙クトの画・࣐ネ

ジ࣓ント業務をࣔデルとして、より高ᗘな画・࣐ネジ࣓ント業務にᨭえられた研究環境の構

築を目指すため、URAㅮ₇会を㛤ദしている。 
学外に対しては、他大学 URAとの連ᦠや社会のアウトリーチ活動を㐍め、URAไᗘの確❧

と定╔をᅗるྲྀ⤌ࡳを行っている。このྲྀ⤌ࡳを通じて、研究ᨭのᖜをᗈࡆ、より多様なඹ

同研究の構築ࡆ⧄ることができる。 

 
ᅗ㸱㸬㸯 URA᥎㐍室での活動状ἣ㸦ᕥ㸸科研費⏦ㄳㄝ明会、ྑ㸸URA研究会） 

 

㸲㸬インプリケーࣙࢩン

リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーࣙࢩンのไᗘ化に向けてスタートしてまだ間もない状ἣであり、

ヨ行㘒ㄗの連続であるが、これまでの活動を通して得られた知見をもとにᥦゝもྵめて௨ୗに

まとめる。 

㸲㸬㸯 ࣅジࣙン・࣑ッࣙࢩン 

ඛずこの様な新しい職種をไᗘとして構築する上で重要なことは、URAのあるきጼ、ఱを

やるのか㸽をᖖに意識して活動を㐍めること、⊂りよがりなᢲしつけのᨭとならないことが

⫢要である。 

㸲㸬㸰 様々な現場のࢽーࢬに基づいた研究ᨭのあり方 

研究活動の活性化のために研究現場でఱがồめられているか㸽を十分にᢕᥱすることが重

要である。ࢽーࢬはᨭඛが、ⱝ手研究者、プロジ࢙クト、研究ᣐⅬ、大学本部㸦⤒Ⴀᡓ␎）、

⏘学連ᦠ等のいずれかによって内容も異なってくる。本学では、現場のࢽーࢬに関して他大学

もྵめたアンケートをᐇしたり、๓㏙のように部ᒁ対象の研究会を㛤ദしてディスカッࣙࢩ

ンやアンケートを通してࢽーࢬの䬦ࡳ上ࡆを行っている。また、それと同時に URAそのものお

よࡧその活動内容につきㅮ₇会を通して学内外にᗈく周知することもేせて行っている。Ꮡᅾ

を周知する上では URA によるᨭຠ果の定㔞化がᙉく望まれるが、現状ではまだ᭷ຠな手法が

見つかっていない。 

本学では๓㏙のように 8ᣐⅬに URA を配⨨し、現場のࢽーࢬに対ᛂした活動を行っている。

えࡤ理学系のᣐⅬでは、ⱝ手研究者や大学㝔生など、研究とᩍ⫱・ேᮦ⫱ᡂが⼥合したプロ

ジ࢙クトの㐠Ⴀ、㝃⨨研であるඛ➃研では、外部資金による大ᆺプロジ࢙クトや⏘学連ᦠ研究
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ᣐⅬのྛ種ᨭ活動、文系のᣐⅬでは、文理方のどⅬによる活動を㐍め、文理⼥合研究のᥦ

等、これまでの URA のᴫ念を㉸えたᨭをヨࡳ、課題を明確化している。ඛ行するᾏ外での

活動状ἣ㸰）等も参考にしつつ、日本の研究現場に㐺した、研究とᩍ⫱、大学と⏘業、理科系と

文科系のような多㠃的な⼥合研究の画・ᨭのあり方について URAとしての業務の明確化を

目指している。 

㸲㸬㸱 ⤌⧊としての URAの⨨け㸦㢮ఝ職のྲྀᢅもྵめて） 

URA を新しい職種としてไᗘ化する上での現状での課題としては、⤌⧊としての⨨けを

明確にすることがᣲࡆられる。本学では、ᚑ来から大ᆺプロジ࢙クトや研究ᣐⅬの࣐ネジ࣓ン

ト等においてそのᚲ然性から URAとしての活動を行ってきたᡤㅝ URA㢮ఝ職についている者が

多ᩘᏑᅾする。そのᩘは、᥎定で⣙ 100ྡᙅ㸦現状では業務の定⩏がᅔ㞴なためあくまで᥎定

್）である。ไᗘ化においてこれらの㢮ఝ職もేせて㐺正なつᶍ㸦ேဨ）を定し、どのよう

な⤌⧊として URA を配⨨するのがよりຠ果的か、を᳨ウするᚲ要がある。また、ᚑ来の㢮ఝ職

の多くは、プロジ࢙クトண⟬での᭷ᮇ㞠用となっており、業務上のไ⣙、職としての安定性、

ノウࣁウ・スキルの㠀⥅続性が大きなၥ題となっている。大学⤒Ⴀにおいて㐠Ⴀ費交金が

年々⦰ᑠする中で新たな職種をどう構築するかは、ไᗘᑟධのຠ果とేせて大学⤒Ⴀの⥲合的

な見ᆅからุ᩿されるきものである。 

㸲㸬㸲 ไᗘ化に向けたྲྀ⤌ࡳ 

ไᗘ化に向けた現状でのྲྀ⤌ࡳとしては、スキルᶆ‽の᪩ᮇ策定がᛴ務であり、現ᅾ本学が

中心となってその⣲のసᡂを㐍めている㸱）。URAとしてᑟධ可能な業務の範ᅖとᑟධᙧ態等

を基に、よりヲ⣽な業務内容、య系性、ồめられる知識やᢏ能等のスキルおよࡧレ࣋ル分けに

ついて᳨ウし、スキルᶆ‽の⣲をసᡂする。URAのไᗘ化においては、ᑓ門職性の高い URA

のキャリアプランに基づいたேᮦ⫱ᡂとฎ㐝するே事ไᗘを確❧することがᚲ要可Ḟであ

る。現ᅾ全ᅜで 16大学が文部科学┬の URA事業に᥇ᢥされ、URAࢩステ࣒のᑟධおよࡧ研ಟプ

ログラ࣒の策定にྲྀり⤌ࢇでいる。ᚋ⣲に基づいた大学間での十分なウ㆟の上スキルᶆ‽

の策定およࡧ展㛤をᅗり、ྛ大学でのไᗘ化を同ᮇして㐍めることがᚲ要である。 
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